
総合科学技術会議
（本会議）

総合科学技術会議
（本会議）

 推進チームが、外部有識者
の協力を得てフォローアップ
結果（必要に応じて改善要求
を含む）をとりまとめ、公表

推進会議
（政務三役＋有識者議員）

報告（①、②）

評価案の
提出（②）

 評価の決定・公表
 改善要求の決定

総合科学技術会議における最先端研究開発支援プログラム及び最先端・次世代研究開発支援プログラムの研究に係るフォローアップ・評価の体制

•課題の事後評価
•プログラムの事後評価
•追跡評価

外部評価委員会

評価案の提出

小委員会［複数設置］
（外部評価者 複数名）

外部評価結果の提出

 評価の決定・公表

委員会
（小委員会の主査
＋横断的有識者）

 評価案のとりまとめ
（外部評価結果を踏まえる）

（外部評価者は、基本的に左記の外部
有識者と同一メンバーを想定）

 委員会が、課題の事後評価
及びプログラムの評価に係る
外部評価結果をとりまとめ、
推進会議へ提出

最
先
端
プ
ロ
グ
ラ
ム

評価案の提出

 評価の決定・公表
 改善要求の決定研究開発の進捗管理は

日本学術振興会が実施
し、推進会議へ報告

プログラムの終了後に、プログラム全体とし
ての目的の達成度、制度設計の妥当性を客
観的・公正に検証・評価するために、外部評
価委員会を設置して評価を実施する。

推進チーム
（有識者議員８名）

外部有識者
（5分野、計25名）

推進チーム
（有識者議員８名）

外部有識者
（計約20～30名）

•研究進捗状況の
フォローアップ

報告
（①）

②中心研究者からの聴取
（課題の中間評価の位置づけ）

①研究支援担当機関
からの聴取

・課題の中間評価・課題の進捗管理

次
世
代
プ
ロ
グ
ラ
ム

次世代プログラムの課題の事後
評価については推進会議決定

プログラムの実施期間中は、有識者議員による
推進チームを設置してフォローアップを実施する。
実施にあたっては、客観性・専門性を担保する
ために、外部有識者の協力を得る。

推進会議
（政務三役＋有識者議員）

 推進チームが、外部有識者の
協力を得て評価案をとりまとめ、
推進会議に提出

 推進チームが、外部有識者
の協力を得て評価案をとり
まとめ、推進会議に提出

総合科学技術会議
（本会議）

推進会議
（政務三役＋有識者議員）

報告  課題の事後評価については、
小委員会が実施し、評価案を
とりまとめ、委員会に提出

課題の事後評価案の提出

別添参考２


